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はじめに

鳥取県倉吉市には平成 年 月 日、国に選定された「重要伝統的建造物群保存地区」がある。

その名称は「倉吉打吹玉川伝統的建造物保存地区」（以降伝建地区と呼ぶ）とされ、平成 年 月

日には、さらに西側の地区も含めて保存地区は ヘクタールとなった。この伝建地区の選定理由は

江戸時代から明治、大正、昭和初期の商家が立ち並ぶ街並み、この街並みに並行して北側に流れる人

工河川「玉川」とそれに架かる石橋の景観、打吹山から俯瞰しての街並みの屋根を覆う石州瓦の色調

による景観が評価されたことによる。 
伝建地区の商家、土蔵の大部分は調査されているが、玉川はこの地区を西から東に貫いていて魚町

から直角に曲がり真っ直ぐ北に向かい、升形付近で鉢屋川と合流して小鴨川に流れている人工河川で

ある。「玉川」については調査があまりなく、そこで今回、「玉川」に関して調査することとした。 
 
 

１．歴史

倉吉の町が城下町として殷賑（いんしん）の時期は、慶長 年（ ）米子城主中村伯耆守一忠の

重臣中村伊豆守が八橋城より移り来た以後、整備されていったと考えられる。

打吹城 ）は、吉野朝時代に山名時氏の嫡子師義が築城したのが始まりとされている。元和２年（ ）

に中村伊豆守の後に池田光政の家臣である伊木長門守忠貞が入り（ ～ ）、寛永９年（ ）の

国替えにより池田光仲が鳥取城に入ってからは、倉吉を荒尾志摩守崇就とその子孫が代々江戸末期ま

で治めている。戦国～江戸時代前期における玉川整備工事については、資料が乏しく現状と古地図か

ら想像をすることになった。 
そもそも当時の城は、戦のための砦という考えからすれば、当然、城の周りに何かしらの防衛措置

をとると考えられる。関ヶ原の戦いまでは、この地域にもいくつか山城といわれる城があったことは

確認されている ）。これらの山城には、人工堀で防衛をしていた記録は見当たらない。自然にできて

いる現在の小鴨川、国府（こう）川、三朝に源流を持つ天神川を利用していたのではと考える。 
小鴨川に沿っては、広瀬城、岩倉城、赤岩城、打吹城（打津葺城あるいは倉吉城と呼ばれていた）、

田内城があり、国府川に沿っては、高城城、三江城、今倉城、北の城、和田東城、天神川沿いに円谷

城、大原城の か所の城跡がある ）。やはり当時の防衛の仕方として自然の要塞を利用して城を守っ

たのではと考える。

打吹城が廃城になるまでの経過をたどると次のようになる。打吹城は、尼子によって落城し（戦国

時代大永４年（ ）））、天正８年（ ）毛利方の吉川元春が敵対する南条氏（羽衣石城）、小鴨氏

（岩倉城）への抑えとして当城を再興し城番を配置した ）。その後、天正 年（ ）に羽柴秀吉と
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毛利氏との間で和睦が成立した後は、南条氏がこの城を支配し南条氏の家臣が城番をしていた。関ヶ

原の戦い（慶長５年（ ））後、南条氏は当城支配を改易され、中村一忠が伯耆国を支配することと

なり、一族である中村伊豆守が当城に入ったとある。打吹城主は山名師義から中村伊豆守と移り、伊

木三十郎（後の忠貞）も打吹城主に一時なっていたのではと考える。光政が鳥取城に入城すると、伊

木三十郎に倉吉打吹城三万三千石をとある ）。一国一城令が出されたのが慶長 年（ ）であるが、

このことから少なくとも元和２年（ ）ごろまで打吹城はあったと考える。慶長 年（ ）から

光政の入城までの間倉吉は幕府の天領となり、この間一国一城令によって廃城と決まったが、いつの

時点で壊されたかは不詳である ）。

打吹城は一度再興されたが、一国一城令によって廃城となったことは惜しまれる感がする。幕府天

領後は、先に述べたように、池田藩の家臣である伊木長門守忠貞が元和２年から寛永８年の 年間

を、寛永９年の国替えにより池田光仲が鳥取城に入ってからは、倉吉を荒尾志摩守崇就家系が江戸末

期まで治める。

図 １ 寛延元年（ ）から宝暦４年（ ）の間に書かれた倉吉陣屋絵図。

図 ２ 寛延年間（ ～ ）に書かれた伯耆国倉吉侍屋敷町屋之絵図。

図 ３ 慶應２年（ ）明治時代に入る 年前に書かれた地図。

図-１ 図-２ 

古地図の図１から図３までを見ても、玉川は 
宝暦４年には現在のように流れていたことになる。 
この時代の背景を想像すると、関ヶ原の戦いが終 

わった後から宝暦４年の間に整備されたと考える。 
そうすると中村氏か伊木三十郎である。伊木三十 
郎が元服を迎え伊木長門守忠貞と名乗ったのが  
歳で、それから５年後に倉吉を離れている。この 
状況を考えると、中村氏か仕置家老である伊木正春 
のどちらだろうと考える。しかし、詳細は分から 
ない。 

 図-３ 

＊図１から図３まで鳥取県立博物館より提供 
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図-４ 東郷庄絵図 国土交通省HPより 

２．洪水と治水工事

洪水はいつの時代でも住民を苦しめる災害である。この地域における洪水の記録も多くあり、治水

工事は行われてきたが、本格的な治水工事に着手したのは伊木長門守忠貞の時ではないかと考えられ

ている。この倉吉の洪水の歴史を見ると多くの水害に対処しながら現在の倉吉市が形成されたと考え

る。玉川等の氾濫についての記録は見当たらない。 
洪水の記録は、古くは天文 年（ ）の洪水で見日千軒として言い伝えられている。当時の町全

体が洪水により消滅したといわれている。見日の地は現在の巌城あたりで、山名時氏（ ～ ）

が築城した田内城の城下町でにぎわいもあったと想像する。 
当時の小鴨川は、現在の位置よりも南西側に流れていたと考えられ、水運の要衝にあったと 

も考えられている。小鴨川は天神川と合流し東 
郷池から流れている橋津川に合流し日本海に注

いでいた ）。

この見日千軒後、山名氏は当時を生き延びた

住民を打吹山麓の東寄りの地に移住させたとさ

れている ）。その後も戦乱が続いたが関ヶ原の

戦い後、江戸時代に入り、当地は幕府天領を経

て、池田光政が幕府の命によって鳥取藩主とな

ったことで鳥取藩に組み込まれた。

元和２年（ ）に池田光政の重臣である伊

木長門守忠貞が倉吉に入り 年間この地を統治

したわけであるが、その間に長門の堤と言い伝え 
られている堤防を築造したと倉吉町史（昭和  
年発行）に記録として記載されている。 

伊木長門守忠貞を調べてみると、伊木氏の元は香川の姓を名乗り遠祖は神奈川県（相模国）でくら

していた。その後、愛知県（尾張国）に移り住み織田信長に香川七右衛門の子、長兵衛が仕えた。織

田信長は、徳川家康と清洲同盟し、その後、信長が攻め落とそうとしていたのが斎藤氏の稲葉山城で

あった。斎藤氏の属城である伊木山城を若干 歳の長兵衛が攻め落とし手柄を立てたことにより、信

長から伊木を氏とし長兵衛忠次とせよと賜り、以後、伊木氏は忠次を初代とする ）。

鳥取藩主池田家と伊木家とは深い関係がある。「備前藩筆頭家老伊木氏と虫明」によると、初代忠次、

初代鳥取藩主池田長吉の父恒興とともに織田信長に仕えており池田恒興は織田家重臣であった。忠貞

は忠次の孫にあたり伊木家第３代当主である。

伊木長門守忠貞が倉吉で行った事業である治水工事について触れておきたい。前述したように長門

堤に尽力を尽くしたとされているが、伊木長門守忠貞が倉吉に赴任したのは元和４年（ ）である。

忠貞が生まれた年代は慶長 年（ ）。よって５歳で倉吉に赴任したことになる。そして、元服は

歳の寛永３年（ ）と記録されている ）。
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図-５ 「備前藩筆頭家老伊木氏と虫明」より 

忠貞は元服するまで三十郎を名乗り元服後は従五位下橘朝臣伊木長門守忠貞に改名した。その６年

後の寛永９年（ ）岡山城主池田忠雄が急死したため、岡山城主の継息である勝五郎（光仲）が家

督を相続した。しかし、勝五郎が幼少のため光政と国替えを幕府から命ぜられて同年８月に光政は岡

山城に入城した。忠貞は光政よりも先に岡山城に入り、光政入城の準備を行った。光政は城主になる

と、伊木忠貞に虫明陣屋（岡山県瀬戸内市邑久町虫明）を許し、備前の海岸警備と山陽道の警備を命

じた ）。

この記録から倉吉を離れ虫明に帰った時期は寛永９年（ ）であり、倉吉に赴任した期間は 年

である。「備前藩筆頭家老伊木氏と虫明」によると「倉吉に入った三十郎の第一の仕事は城下町の改修

と天神川、小鴨川の堤の改修であった。」と記載されている。察するに５歳の三十郎にこのような事業

が可能ではない。家臣の中にかなりの技術力や統制力を持った人物がいたことがうかがえる。それを

思わせる人物が時の伊木氏仕置家老の伊木半兵衛正春と記されている ）。この伊木半兵衛正春という

人物は伊木忠次の弟、伊木半兵衛教春の継息正春である。正春は伯父にあたる忠次に預けられていた

人物で、伯父忠次の意にたいして城郭改修、城下町の整備（三木城の城下と思われる）を行った。ま

た、先君、勝入斎信輝（池田勝入斎信輝）の位牌をまつり、霊を慰め、伊木家の菩提寺と定め、護国

山勝入時を建立している（兵庫県三木市：現在は正入寺となっている）。倉吉市仲ノ町にも勝入寺 ）が

建てられていることからも長門堤などは仕置家老伊木半兵衛正春が中心の役割を担っていたと考える

のが普通と考える。

しかしながら伊木長門守忠貞の事業内容を示した資料は倉吉市にはほとんど見当たらない。当時の

幕府と池田藩とは微妙な関係（幕府の監視下）にあったため記録を残していないと考えられている。

長門堤の効果はどうであったのか見日千軒以降の倉吉の主な洪水について考えてみる ）。

延宝元年（ ）５月。

かなりの大洪水で、河原町から越殿町あたりまでがかなりの被害を受けたようである。しかし長門

堤が堅固であったため町内には浸水の被害なしとある。当時の町内とは侍屋敷を指していると考える。

元禄８年（ ）７月。

稀なる大洪水で．因伯両国の被害大とあるので、鳥取県内でかなりの被害が発生したと思われる。

元禄 年（ ）８月。

深夜から大雨になり因伯一円洪水。

元禄 年（ ）８月。

７年前（元禄８年 ）の洪水による被害を上回った大災害であった。元禄時代にあっては３回の
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洪水であった。 
享保６年（ ）７月。

２日間にわたり続いた大雨により水嵩 尺（約 ｍ）。特に河原町の人家が流され、田畑の被害が

甚だしくひどい災害であった。

享保 年（ ）７月、９月。

７月：８年前に続く大雨で特に土砂崩れが甚だしい。２日間雨が降り続いた。

９月：長雨による洪水で 月の洪水よりも水嵩は低いものの２か所の土手が切れて（新御蔵、明現

寺）大きな被害を被った。これは長門堤のことだろうか。

宝暦 年（ ）７月。

享保 年時の災害よりも大きく、死者も出ている。新御蔵も潰れ久米（倉吉市）、河村（現湯梨浜

町、三朝町）両郡内において被害は甚大であった。

文政 年（ ）７月。

一か月以上の雨天がなく、ようやく降り出した雨により大洪水となり被害が多かったとある。

明治 年（ ） 月。

この洪水は、かなり大きな被害が発生している。詳細な記録もあり当時の状況が分かる。 日間の

雨が降り続く中天候は暴風雨となり、家屋の屋根被害や樹木倒壊の大きな被害がでた。記録によると

この時の小鴨川の水位が一丈六尺（約５ｍ）。明現寺以下の堤防続々決壊の恐れとなり、夕方、千人破

戸（現西倉吉から河原町付近）より始め馬渡・米積場（現小鴨川の河川敷）を破壊して町一面浸水し

たとある。図-６からも見て取れるように長門堤付近である。江戸期の洪水記録から想像するに、伊木

長門守忠貞が築造した堤防の位置は、当時から小鴨川が氾濫する場所だったのではないかと考える。

また、明現寺の位置について考えると現在は倉吉市福山にあり、長門堤との位置関連が少し不明であ

る。もしかすると、当時の明現寺はもっと倉吉市寄りにあったのではと考える。これらの記録からは、

長門堤のおかげで被害が少なかった時もあったようだ。決壊場所の予想がつく場所は、この２回の洪

水のように思える。どの記録も大洪水であるので長門堤も被害を受けたはずだが、堤の被害状況の詳

細は不明である。 

国土交通省の報告書によれば、天神川が、現在のように直接日本海に流入するようになったのは、

元文年間（ ）の河口開削工事によるもので、「天神川変遷略図」によると、掘割を東村勘右衛

門が設計し、米村所平が施工したとされている。これは、北野天満宮がある天神山から東方の長瀬へ

続く通称「石山さん」と呼ばれる安山岩の岩を撤去して今日の流路を作ったもので、この時以後、天

神山の名から天神川と呼ばれるようになった。

この工事によって、永年の間、住民に多大の辛苦を与え続けた天神川下流部の河道変遷に終止符が

打たれ、現在に至っている（ただし、「鳥取県郷土史」によれば、寛文年間（ ）にも郡代由宇

勘平によって長瀬の東を流れていた天神川を現在の河道に移したとあり、この工事と元文年間の河口

開削工事との関係は不明とされている）。 
出典：国土交通省 HP：水管理・国土保全日本の川（天神川） 

－ 25 －
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写真は執筆者撮影 写真-１ 写真-２ 

図-６ 国土交通省 HP：水管理・国土保全日本の川（天神川）河の歴史より 

３．玉川の形態

玉川の源流は打吹山ふもとの 
満正寺付近である。前述したよ 
うに城の防衛として自然に流れ 
ていた川を利用して堀として使 
用することは十分に考えられる。 
しかし、現在のところ玉川に関 
する資料はなく現状調査資料か 
ら想像するしかない。また、い 
つごろから「玉川」と呼んでい 
たかもわからない。 
当初から玉川と呼んでいたのならば「玉」を「たま」と読んでいることから推測すると美しい川と

か、宝石が採取できた川ということで「玉川」と呼ぶようになったのではと想像する。このように仮

定して考えると、城の防衛設備としては考えられていなかったのではないか。次に、玉川の上流側か

ら下流側を見ると、左側護岸は野面積（写真 １）である。右側の護岸は「切込みはぎ（矩形に加工）」

と現在はなっているが、おそらく以前は、両護岸とも野面積であろうと考える（写真 ２）。それと川

底の深さも防衛を意識すれば浅すぎる。また、玉川を利用して物資を運んだとしても船を通すほどの

水量もなく利用したとは考えにくい。川幅については、西町を境に川幅が変わる。上流側の川幅は約

から ｍ程度で下流側は約 ｍから ｍと急に幅が広がっていることも興味あるところで

ある。山名師義が見日の住民を移動させて城下町として整備したときは「玉川」は生活用水を主とし

て整備したことと考えられる。西町から上流側の玉川には所々川に降りる「いとば（洗い場）」の跡が

ある（写真 ３から写真 ６）。西町から下流側には一か所のみである。

－ 26 －
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写真-５ 写真-６ 

写真は執筆者撮影 

写真-９ 写真-10 写真は執筆者撮影 

写真-７ 

写真-８ 

写真は執筆者撮影 

玉川が現在の形態となったのは、明治時代の

後半から昭和初めにと考える。特に東仲町の玉

川沿いの土蔵群は明治 年以降に建築 ）され

ている。その時に土蔵の基礎を「打ち込みはぎ

（材の出っ張りを取り接合面を合わす）」あるい

は「切込みはぎ」として護岸を兼ねる形式をと

っている。また、土蔵を支えている護岸から

ｃｍ程度離して木杭が打ち込まれていて水流に

よって護岸の底が流されないよう工夫している

（写真 ７、写真 ８）。玉川は魚町から堺町の桝

形付近に向かって直角に曲がっていることから

も人工的に作られた川と判断して間違いないと

思われる。 
また、左右の護岸高さは町屋側（南側）がわ 

ずかに高くなっている（写真 ９、写真 ）。 
これは、洪水時に町屋側の浸水を防ぐためだと考える。玉川の由来、直角に曲げた理由など、 

いずれにしても詳細は分からないので今後の調査に期待する。 

写真-３ 写真-４ 

－ 27 －
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写真-  

写真-  写真-  

写真-  

写真は執筆者撮影 

４．石橋の構造

平成 年秋の大雨によって伝建地区内を流れる玉川に架かる石橋を支えている切石橋脚（仮称）が

倒れ復元工事をしたことがある。切石橋脚を仮称とした理由は、この部位名称が不明であったためで、

とりあえず付けた名である。また、玉川に架かる石橋（西仲町～西町）を平成 年に倉恒研究室にて

調査した経緯がある。平成 年は、鉢屋川に架かる石橋も調査した。

復元工事から気づいた点は、切石橋脚が倒れたにもかかわらず石橋はそのままの状態で玉川に落ち

ていない（写真 ）。石橋の両端は護岸に架かっており、すぐに崩落するとは考えられない状態であ

った（写真 ）。この切石橋脚を施工している石橋は、下の広小路から下流側のほとんどで、上流側

では数か所見られるだけである。前述したように玉川の形態が現在のようになったのは、明治後半か

ら昭和のはじめであることから、河川改修を兼ねて川幅も広くしたことや、石材の採取する大きさに

限度があり、石橋の片方の端部を橋脚で支える必要から切石橋脚を用いたと考える。しかし、魚町か

ら直角に曲がった以降の川幅は同じではなくむしろ狭くなっている（現状を見る限り）ので矛盾が生

じる。 
江戸時代の倉吉の洪水記録を見ると玉川に関しての文言はなく、当時としては、さほど政治的に重

要な川ではなく、むしろ生活用水路として利用していたと思われる。 

写真 は復旧工事前であるが、復旧にあたり切石橋脚が倒れた原因について考えると橋脚の足元

にあった土台（基礎石）が水流によって流失したためであることが分かった。なぜ、この石橋の切石

橋脚だけがそうなったか、他の石橋を観察すると切石橋脚の土台周りに木杭が密に打ち込まれている。

そのため、強い流速にたいして土台を保護する役目を果たしていたと考える。写真- は復旧した後

であるが、足元の二つの白っぽい箇所が隙間となっていた箇所で、その隙間に木杭を新たに打ち込ん

だ後である。 
次に玉川、鉢屋川に架かる石橋については、平成 年玉川の石橋を４本、平成 年玉川の石橋を

本、鉢屋川の石橋を 本調査した ）。玉川と鉢屋川の川幅は、玉川の川幅の方が約 ｍ程度広

い。石橋の形状は下記の表からもわかるように、玉川も鉢屋川も短冊形で長さ、幅、厚さがある程度

－ 28 －
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揃えて加工している。 

玉川の石橋は長さが ｍから ｍ程度で、厚みは、 ｃｍから ｃｍである。石材の材種は安

山岩である。重さは、およそ１トン前後で、これらの石橋を架設した時期は江戸後期からではないか

と考える。それは西町、西仲町は江戸後期の建物が現存しているし、唯一「いとば」の跡がある。本

格的に石橋がかけられた時期は、明治 年以降に玉川沿いに連なって建設された土蔵の基礎を護岸

と併用したために現在のような形態になっていったと考える。また、土蔵を玉川沿いに連ねて建設し

た理由は土蔵を防火帯としての機能を発揮させるためだと考える。江戸時代、倉吉もたびたび大きな

火災が発生した記録があるので考えられないことではない。護岸に使用されている石は、安山岩で「打

ち込みはぎ」あるいは「切込みはぎ」で施工されている。この伝建地区に多くの安山岩が使用できた

のは、近辺に安山岩を採取する場所があったからで、そうでなければ、経済的にも負担が大きいと考

える。石橋のような長尺物の運搬も大変な仕事と想像する。現代とは異なり、すべてが手作業であり、

建設機械がある訳でもない。玉川に架かる石橋に使われている安山岩は、小鴨川対岸である三明寺当

たりの山から切り出していて、現在でもその跡は残っているとのことである。また、玉川と鉢屋川に

架かる石橋の加工仕上げの状態は、どちらかといえば玉川の方が幾分丁寧に仕上げてあるように思え

る。これは、双方の川の流れている位置にもよるかもしれない。また、石橋の幅は、ほとんど人が行

き来することを主眼としている。荷車を利用する場所は、石橋を２枚ないし３枚を架け渡している。 

５．あとがき

以前から気にかかっていた部分を、この機会に少し掘り進んだ感じである。しかし、改めて倉吉の

町について特に玉川と石橋についての資料がほとんどなく、県立博物館で古地図を提供していただい

た。また、国土交通省河川局が平成 年に天神川水系の流域及び河川の概要（案）を出され、その中

－ 29 －



倉吉市伝統的建造物群保存地区 

- 30 - 

に伊木長門守忠貞が長門堤を築造したとある。今回の調査で二、三の疑問が解決した。一つは、打吹

城の歴史、もう一つは長門堤についてであった。伊木三十郎が倉吉打吹城に入城三万三千石を賜った

という記録があることから、元和４年には、まだ城があったこと。また、伊木三十郎が倉吉に赴任し

た時の年齢が５歳ということ。そして、仕置家老伊木正春という家臣がいたこともわかった。この伊

木正春という人物は、大変有能で人間的にも良くできた人物だろうと想像できる。「備前藩筆頭家老伊

木氏と虫明」に、三十郎が倉吉に向かっているときに藩の重鎮の家老池田由之の刺殺という大事件が

起きている。その内容が数行記載されているが、今思えば、この事件を伊木正春が素早く処理したこ

とで、現在の鳥取県があるのだろうと思う。長門堤は伊木長門守忠貞が倉吉に赴任して最初に取り掛

かった治水工事であるが、この当時はまだ５歳ということが判明している。家臣の誰かが主君のため

に功績を残したと考えるのが一般的ではないだろうかと思う。この報告書を作成するにあたり戦国、

安土桃山時代の大名の家系を理解するのは大変であった。 
今回は玉川について調べているうちに、倉吉の町並みの整備の基本は伊木正春で、その後は荒尾嵩

就が行ったのではないかと考える。また、幕府と池田藩の関係、室町時代から戦国、安土桃山時代の

倉吉の町の様子はどうであったか、何かと疑問が生じて脇にそれることが多かった。まだ、宿題は多

く残っているので、今後時間をかけて詳しく調べてみなければと思う次第である。今回の報告書を作

成するにあたり鳥取県立博物館学芸員、倉吉市教育委員会文化財課職員、鳥取短期大学図書館職員の

方々には何かと御世話になり感謝しております。 
 
 
≪注≫

１）倉吉市『新編倉吉市史大２巻 中・近世編』 平成７年３月 日

２）松岡布政『伯耆民談記 全訳』 音田忠雄 訳

３）倉吉市『新編倉吉市史第２巻 中・近世編』 （今倉城跡 真田廣幸、 ）

４）倉吉町『倉吉町史』 昭和 年５月

５）国土交通省 ：水管理・国土保全日本の川（天神川）

６）邑久町郷土史クラブ「備前藩筆頭家老伊木氏と虫明」 平成８年発行

７）国土交通省 河川局「天神川水系の流域及び河川の概要（案）」 平成 年３月 日

８）倉吉市教育委員会文化財課「倉吉打吹玉川伝統的建造物保存地区台帳」

９）倉恒研究室「倉吉市打吹玉川伝建地区の石橋とその景観について」 調査

－ 30 －


